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　　縄ないに挑戦！
11月27日、奴奈川小学校（増田健作校長）の

児童が縄ないに挑戦しました。これは収穫祭行

事の一環として、地域のお年寄りを招いて行わ

れたものです。このほか、歌や劇、会食なども

行われ、楽しい交流が行われました。児童の皆

さん、うまく縄がなえましたか？
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松
代
町
生
涯
学
習
懇
談
会
が
、
九
月
二
十
二
日
（
火
）
と
十
月
二
十
七
日

（
火
）
の
2
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
中
学
生
と
高

校
生
を
対
象
に
、
第
二
回
は
二
十
代
中
心
の
若
い
人
を
対
象
に
、
自
分
の
将

来
の
夢
や
、
松
代
町
の
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
自
由
に
話
し
合

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
特
に
第
二
回
は
、
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
が
夜
遅
く
ま
で
続
き
、
生
涯

学
習
に
つ
い
て
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
、
そ
の
と
き
の
話
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

将
来
の
夢
を
語
る

　
　
　
中
学
生
・
高
校
生

□
蒲
生
出
身
で
す
。
ス
キ
ー
部
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は

主
に
走
っ
て
、
基
礎
体
力
を
つ
け
て

い
ま
す
。

□
中
学
三
年
生
で
ス
キ
ー
部
に
入
っ

て
い
ま
す
。
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
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さ
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1
場
が
も
っ
と
広
く
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

□
将
来
の
夢
は
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
て

み
た
い
で
す
。
そ
れ
に
町
の
店
は
す

ぐ
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
夜
遅
く

ま
で
開
い
て
い
る
店
が
欲
し
い
で
す
。

ロ
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
な
る
の
が
夢
で

す
。
観
客
席
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
場
を

造
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

□
将
来
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
の

が
夢
で
す
。
町
へ
の
要
望
は
、
も
っ

と
交
通
の
便
利
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

／

い
で
す
。
特
に
道
路
が
す
こ
し
狭
い

の
で
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

ロ
イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と
多
く
や
っ
て
、

町
に
人
が
多
勢
く
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

□
松
代
に
は
ま
だ
空
い
て
い
る
土
地

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
温

水
プ
ー
ル
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
そ
れ
に
将
来
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が

開
通
し
、
松
代
に
駅
舎
が
で
き
ま
す

が
、
今
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
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　町
　づ
　く
　り
　　　イ
曽冒べ月
．ン
由卜
F1．
・自
声然

□
魅
力
あ
る
人
づ
く
り
が
町
の
仕
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
具
体

的
な
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
。

□
町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に

い
て
楽
し
い
ん
だ
と
い
う
意
識
を
人

の
心
に
植
え
つ
け
た
い
。
そ
し
て
そ

う
い
う
楽
し
み
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

〃

□
町
に
若
い
人
が
少
な
い
と
い
う
が
、

高
校
生
の
と
き
自
分
の
進
路
を
考
え

た
り
、
決
め
た
り
す
る
の
で
、
そ
の

時
町
に
残
ろ
う
と
す
る
気
持
を
持
つ

よ
う
に
、
町
で
雰
囲
気
づ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
。

□
「
冬
の
陣
」
に
町
の
人
が
も
っ
と

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
若
い

僕
達
も
頑
張
っ
て
い
る
の
で
。

□
「
冬
の
陣
」
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
る
。
こ
の
マ
ン
ネ
リ
化
は
若
い
人

が
打
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
上
の
人
が
引
い
た
レ
ー
ル
に
乗

る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
レ
ー
ル
を
こ

わ
す
の
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

□
今
年
の
春
、
転
勤
で
松
代
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
　
一
番
強
く
印
象
に
残

る
の
は
松
代
の
自
然
で
す
。
ブ
ナ
の

芽
吹
き
が
す
ば
ら
し
い
。
こ
れ
は
友

達
に
自
慢
で
き
ま
す
。
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□
今
年
、
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
が
清
水
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
も
ブ
ナ
の
芽
吹

き
の
こ
ろ
に
や
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
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生涯学習懇談会出席者
　〈会場：総合センター〉

関谷　　欣（3年）

村山由貴男（3年）

米持　　幸（3年）

佐藤　由佳（2年）

○第1回　9月22日（火）

　松代中学校

　　　山賀　洋平（3年）

　　　関谷　成寿（3年）

　　　石口　香織（3年）

　　　小堺あゆみ（2年）

な
い
か
。

□
莇
平
出
身
で
す
．
高
校
を
卒
業
し

て
外
に
出
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
春

松
代
に
帰
っ
て
き
て
、
今
、
皆
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
は
こ

の
松
代
に
す
ご
く
愛
着
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
点
、
私
は
ま
だ
お
客
さ
ん
み

た
い
な
気
持
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

□
六
年
ほ
ど
都
会
（
東
京
）
に
い
て

U
タ
ー
ン
し
て
松
代
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
松
代
に
帰
っ
て
ま
だ
半
年
ほ

ど
で
す
が
、
若
者
の
集
ま
る
元
気
会

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な

で
町
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
語
り
合

っ
た
り
で
き
る
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

高橋　幹夫（2年）

市川真規子（2年）

樋口　隆夫（1年）

小堺　夏子（1年）

松代高等学校

　柳　　伸宏（2年）

　植木　理絵（2年）

　柳　　宏明（1年）

　　山岸　利美（1年）

　○第2回　10月27日（火）

　　　　菅井　幹雄　　柳　　健一　　横尾　賢治

　　　　若月　浩一　　村山　良一　　牧田　直子

　　　　高橋　千秋　　高橋　政江　　柳　　新一
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儀
明

　
先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
北
山
小

の
閉
校
式
に
引
き
続
き
、
儀
明
小
、

蒲
生
小
（
同
寺
田
分
校
）
の
閉
校
式
も

十
一
月
一
日
と
同
八
日
に
行
わ
れ
、

卒
業
生
、
父
兄
、
地
区
住
民
、
旧
職

員
な
ど
が
出
席
し
、
学
び
舎
と
の
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
儀
明
小
学
校
（
荒
木
耀
子
校
長
、

小

　￥

蒲

生

小

十
一
人
）
の
閉
校
式
に
は
、
約
百
三

十
人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
小
堺
久

義
実
行
委
員
長
が
「
先
人
の
汗
と
油

の
染
み
込
ん
だ
校
舎
が
な
く
な
る
こ

と
は
、
感
極
ま
る
も
の
が
あ
る
が
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
庫
と
し
て
再
利

用
さ
れ
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
熱
い
思

い
と
一
緒
に
残
っ
て
く
れ
る
」
と
あ

あ
い
さ
つ
を
す
る
山
岸
重
雄
実
行
委
員
長

　
（
写
真
㊤
）
　
最
後
に
校
歌
を
歌
う
出
席

㎜
者
の
皆
さ
ん
（
写
真
㊦
）

で
閉
校

い
さ
つ
。
ま
た
、
荒
木
校
長
も

「
閉
校
に
な
る
こ
と
は
残
念
だ

が
、
新
し
い
発
展
の
節
目
と
考

え
て
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
関
谷
町
長
を
始
め
と
す
る
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
、

小
堺
寿
幸
君
は
、
「
儀
明
小
で
は
、

醗｝

　
　
　
　
　
　
　
児
童
を
代
表
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
。
松
代
に
行
っ
て
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
友
達
と
仲
良
く
し
た
い
」
と

「
児
童
の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
全
員
に
よ
る
「
伸
び
よ

う
儀
明
っ
子
」
と
題
す
る
呼
び
か
け

も
行
わ
れ
、
音
楽
の
流
れ
る
中
、
学

校
で
の
思
い
出
や
、
松
代
小
に
行
っ

て
か
ら
の
飛
躍
を
誓
う
児
童
に
、
参

加
者
の
温
か
い
視
線
が
注
が
れ
て
い

ま
し
た
。

　
一
方
、
蒲
生
小
学
校
（
太
田
尊
文

校
長
、
七
名
）
と
同
寺
田
分
校
（
九

名
）
の
閉
校
式
は
蒲
生
小
学
校
に
お

い
て
行
わ
れ
、
約
百
五
十
名
が
出
席
。

式
辞
で
山
岸
重
雄
実
行
委
員
長
は
、

「
百
十
九
年
の
栄
光
の
歴
史
と
、
三

干
三
百
五
十
余
名
の
卒
業
生
を
送
り

》あ
い
さ
つ
を
す
る
小
堺
久
義

実
行
委
員
長

出
し
た
蒲
生
小
学
校
が
閉
校
と
な
る

こ
と
は
誠
に
寂
し
い
が
、
こ
れ
で
終

わ
り
で
は
な
く
、
新
し
い
発
展
の
た

め
の
第
一
歩
と
考
え
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
太
田
校
長
も
児
童
に
対
し
て
、

　
「
輝
か
し
い
歴
史
を
誇
る
蒲
生
小
の

生
徒
と
し
て
、
胸
を
張
っ
て
松
代
小

に
行
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
東
京
山
平

会
代
表
の
小
堺
昌
隆
さ
ん
、
蒲
生
本

校
同
窓
生
代
表
の
小
堺
哲
夫
さ
ん
、

寺
田
分
校
同
窓
生
代
表
の
井
上
政
身

さ
ん
や
児
童
全
員
に
よ
る
「
惜
別
の

言
葉
」
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

》
呼
び
か
け
「
伸
び
よ
う
儀
明
っ
こ
」

　
児
童
の
皆
さ
ん

を
行
う

立
場
か
ら
同
校
の
思
い
出
な
ど
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
児
童
に
よ
る

「
惜
別
の
言
葉
」
で
は
、
代
わ
る
代

わ
る
話
す
児
童
の
言
葉
に
、
思
わ
ず

涙
ぐ
む
参
加
者
も
。
最
後
に
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
儀
明
小
、
蒲
生
小
の
両
校
と
も
、

学
習
発
表
会
や
文
化
祭
、
式
典
終
了

後
は
惜
別
の
会
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

参
加
者
は
学
び
舎
と
の
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。
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生涯学習とボランテイア活動

ボランティアというと、福祉の分野で「お世話するもの」と受けとめられが

iちです。私も以前、そのように考えていましたが、文部省生涯学習局の生涯学

i　習審議会の答申《今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策について》

i　では次のように述べています。

ii　　ボランティア活動とは、　『個人の自由意志に基づき、その技能や時間等を進

iんで提供し、社会に貢献することである』と定義し、さらにその基本理念を、

i　『自発（自由意志）性、無償（無給）性、公共（公益）性、先駆（開発、発展）

i性にある』としています。

1　また、生涯学習とボランティア活動の関連を次の3つの視点からとらえてい

1　ます。　『第1は、ボランティア活動そのものが自己開発、自己実現につながる
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を支援するボランティア活動によって、生涯学習が一層図られるという視点で

ある』としています。

このようにボランティアは、人に「お世話する」だけでなく、それによって

自分も生かされるのだ、自分もそれによって学習するのだ、という積極的な意

iジェル係数何％になりますi味を含んでいるのがわかります・

i　　　　　　　バ〉　　i　さて、それでは自分は何のボランティア活動をしようか。と一人一人が自分
i規謬野i穿灘目を向けたとき・豊かで活力のある社会が築きあがるものと確信し

第
6
回
松
代
少
年
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
チ
ー
ム
大
活
躍

　
恒
例
と
な
っ
た
第
六
回
松
代
少
年
　
　
　
り
広
げ
、
団
体
戦
で
優
勝
二
個
、
個
人

剣
道
大
会
が
十
一
月
一
日
、
松
代
町
　
　
　
戦
で
も
入
賞
五
個
と
大
健
闘
い
た
し

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
十
日
町
、
魚
沼
地
　
　
　
試
合
結
果
の
詳
細
は
次
の
と
お
り

区
と
郡
内
の
剣
道
教
室
等
に
参
加
し
　
　
　
で
す
。

て
い
る
子
供
達
が
出
場
す
る
大
会
で
、
　
　
◎
団
体
戦

今
年
は
百
六
十
名
余
り
の
豆
剣
士
達
　
　
　
○
小
学
校
低
学
年
の
部

が
試
合
に
望
み
ま
し
た
。
今
年
の
大
　
　
　
　
優
　
勝
　
松
代
A
チ
ー
ム

会
か
ら
団
体
戦
を
設
け
、
松
代
ラ
イ
　
　
　
先
鋒
　
宮
沢
秀
志
　
松
代
大
門

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
優
勝
杯
を
寄
贈
　
　
　
中
堅
　
関
谷
　
俊
　
松
代
ご
ん
ね
ん

し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
よ
り
も
大
き
　
　
　
大
将
　
柳
　
貴
士
　
犬
伏
林
年

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
○
小
学
校
高
学
年
の
部

　
松
代
剣
道
教
室
の
子
供
達
も
地
元
　
　
　
　
優
　
勝
　
松
代
チ
ー
ム

の
大
会
と
あ
っ
て
随
所
に
熱
戦
を
繰
　
　
　
先
鋒
　
菅
井
史
郎
　
松
代
十
王
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
堅
　
茂
野
　
収
　
松
代
あ
ふ
き
や

撚
，
瑳
　
≡
”
馨
、
，
．
．
．
懸
麟
灘
　
　
　
　
、
　
　
大
将
　
大
野
友
斉
　
千
年
大
野

灘
懸
　
譲
撒
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
○
中
学
校
男
子
の
部

、
・
㎜
一
灘
罐
響
，
劉
　
・
、
、
騨
z
　
灘
鰻
鱗
　
　
中
堅
　
杉
　
和
宏
　
千
年
藤
兵
工

　
　
’
、
‡
　
　
－
　
，
燭
、
・
”
　
　
　
　
、
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
．
、
嚇
聾
、
睡
．
譲
モ
，
翻
　
　
　
　
、
　
　
　
三
位
　
石
田
直
樹
　
苧
島
幸
え
ん
ど

　
　
　
　
懸
、
懸
　
　
　
　
　
　
　
．
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
、
…
　
　
　
○
小
学
校
中
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
位
　
関
谷
　
俊
　
松
代
ご
ん
ね
ん

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位
　
宮
沢
秀
志
　
松
代
大
門

大
活
躍
し
た
松
代
剣
道
チ
ー
ム
の
皆
　
　
　
○
小
学
校
高
学
年
の
部

さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
位
　
大
野
友
斉
　
千
年
大
野
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冨1堕劉堕囮1堕軌堕圏1
　
あ
ら
ゆ
る
行
政
手
法
を
駆
使
し
て

た
く
さ
ん
の
施
設
を
つ
く
り
、
生
活

環
境
を
都
会
以
上
に
整
え
て
い
る
村

民
の
パ
ワ
ー
は
、
す
ご
い
と
思
っ
た
。

小
さ
な
道
で
も
、
き
ち
ん
と
舗
装
さ

れ
て
い
る
し
、
ゴ
ミ
な
ん
か
ど
こ
に

も
落
ち
て
い
な
か
っ
た
。
自
然
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
と
た
く
さ

ん
の
お
金
が
か
か
る
こ
と
か
と
ビ
ッ

ク
リ
さ
せ
ら
れ
た
。
九
十
四
戸
の
部

落
の
生
活
排
水
の
汚
濁
を
き
れ
い
に

す
る
の
に
、
四
億
二
千
万
円
の
下
水

施
設
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

太
平

…
一
回

相

ん
て
、
す
ご
い
話
で
あ
る
。

　
川
の
源
流
だ
か
ら
こ
そ
、
き
れ
い

な
水
を
流
そ
う
と
い
う
考
え
は
、
素

晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
う
。
で
も
、

こ
ん
な
に
お
金
を
か
け
な
け
れ
ば
出

来
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
汚
濁
の
処

理
は
、
永
久
に
続
く
の
だ
か
ら
、
赤

字
を
抱
え
た
ま
ま
の
運
営
で
は
、
ど

こ
か
に
無
理
が
く
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
人
口
さ
え
増
え
れ
ば
こ
の
上
下

水
道
の
施
設
は
、
最
高
の
も
の
に
な

る
は
ず
だ
か
ら
、
十
年
後
に
、
も
う

一
回
訪
ね
て
み
た
い
も
の
だ
。

沢

タ
ツ
子

※
町
で
は
、
太
平
部
落
を
中
山
間
地

域
活
性
化
総
合
整
備
事
業
（
県
単
）

の
指
定
地
区
と
し
て
、
今
、
計
画
の

策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は

農
道
、
集
落
道
、
か
ん
が
い
排
水
等

の
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
推
進
の
た
め
、
太
平
地

区
住
民
二
十
五
名
か
ら
、
北
魚
沼
郡

入
広
瀬
村
の
横
根
地
区
集
落
排
水
施

　
　
　
　
　
　
　
ほ

設
（
処
理
場
）
、
圃
場
整
備
、
大
自

然
館
（
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、

洞
窟
風
呂
）
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス

（
淡
水
魚
水
族
館
）
な
ど
を
視
察
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
文
は
、
そ
の
時
の
感
想
を
相

沢
タ
ツ
子
さ
ん
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
．

▲
役
場
の
隣
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ル
で
説
明
を
聞
く

集
落
排
水
処
理
場
の
操
作
室

く

鶉

▲
空
き
缶
壁
画
の
完
成
を

　
祝
っ
て
「
バ
ン
ザ
～
イ
」

　　　　溝　　　鞭

ム
ム
ッ
〃
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

魔
女
の
仕
業
？

空
き
缶
一
万
個
の
大
壁
画

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
、
ご
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ

ん
が
　
　
う
か
？
　
松
代
高
校
（
古
田
島
徳
夫

さ
金

豊
附
　
校
長
）
に
飾
ら
れ
た
空
き
缶
壁
画
。

沢
寄

富
に
　
こ
れ
は
、
十
一
月
一
日
の
文
化
祭
用

の
役
　
に
と
、
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
で
作
ら
れ

長
助
。

会
口
る
た
も
の
で
、
子
供
に
人
気
の
ア
ニ
メ

徒
樋
れ
「
魔
女
の
宅
急
便
」
が
、
空
き
缶
一

生
ら
さ

▲
か
渡
万
個
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
大
き
さ
は
縦
六
㌶
、
横
十
三
㌶
。

空
き
缶
五
十
個
を
針
金
で
つ
な
い
だ

も
の
を
二
百
列
作
り
、
こ
れ
を
校
舎

の
屋
上
か
ら
「
の
れ
ん
状
」
に
釣
り

下
げ
た
も
の
で
す
。
背
景
の
青
は
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
、
雲
の
白
は
ビ
ー
ル
、

リ
ボ
ン
の
赤
は
コ
ー
ラ
、
魔
女
の
髪

は
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
空
き
缶
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
缶
は
生
徒
の
各
家
庭
は
も
と

よ
り
、
遠
く
は
十
日
町
か
ら
も
集
め

た
そ
う
で
す
が
、
空
き
缶
洗
い
が
大

変
だ
っ
た
と
か
。
生
徒
の
皆
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
祭
で
行
わ
れ
た
「
福

祉
市
」
の
不
用
品
販
売
の
売
上
金
、

七
万
八
千
十
円
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　　　　　　　　聲　　　戯　燕松

　
　
特
別
賞
に
Y
M
グ
ル
ー
ブ
と
若
月
さ
ん

　
本
年
度
の
松
代
町
農
業
賞
に
名
平

の
武
田
久
さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
一
月

三
日
、
農
業
祭
会
場
で
関
谷
町
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、

こ
の
賞
の
十
周
年
記
念
と
し
て
特
別

賞
が
設
け
ら
れ
、
峠
の
Y
M
グ
ル
ー

プ
と
千
年
の
若
月
忠
次
郎
さ
ん
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
農
業
の
近
代
化
を
目

指
し
、
か
つ
、
そ
の
活
動
が
他
の
模

範
と
な
る
優
秀
な
個
人
・
団
体
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
農
業
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
十

年
前
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
武
田
さ
ん
は
、
町
の
補
助
事
業
に

　
　
ほ

よ
る
圃
場
整
備
を
行
い
、
規
模
の
拡

大
と
機
械
化
に
早
く
か
ら
取
り
組
む

と
と
も
に
、
青
色
申
告
な
ど
に
よ
り

鑑
灘
、

、
経
営
の
改
善
に
努
力
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
農
協
の
青
壮
年
部
稲

作
部
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
稲
作
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
Y
M
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
五
十
九

年
か
ら
旧
峠
小
学
校
を
利
用
し
て
、

転
作
大
豆
に
よ
る
み
そ
作
り
を
始
め
、

　
　
　
　
そ
れ
ら
が
ふ
る
さ
と
便
に

利
用
さ
れ
る
な
ど
特
産
と

し
て
の
地
位
を
築
き
ま
し

た
。
ま
た
、
世
田
谷
区
と

の
交
流
や
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
若
月
さ
ん
は
、
昭
和
五

鮨
灘
，

覇嚇十
五
年
か
ら
青
刈
り
稲
を
使
っ
た
し

め
縄
加
工
に
取
り
組
み
、
農
閑
期
に

お
け
る
婦
人
や
高
齢
者
の
労
働
力
を

利
用
し
て
、
当
地
の
条
件
に
あ
っ
た

高
付
加
価
値
産
業
に
育
成
し
ま
し
た
。

特
に
、
し
め
縄
機
械
の
開
発
等
に
も

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
現
在
で
は
関
連

職
に
二
百
名
を
超
え
る
方
が
従
事
さ

れ
る
な
ど
、
町
の
活
性
化
、
特
産
開

発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

松
代
高
校
空
手
チ
ー
ム

日
本
武
道
館
出
場
へ

　
町
の
空
手
教
室
に
通
う
松
代
高
校

生
チ
ー
ム
が
、
去
る
十
一
月
十
四
、

十
五
日
に
金
沢
市
で
行
わ
れ
た
北
信

越
高
校
空
手
道
新
人
大
会
に
出
場
し
、

型
の
部
（
団
体
）
で
見
事
三
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
来
年
三

月
二
十
七
、
二
十
八
日
に
日
本
武
道

館
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
空
手
道
大

会
に
北
信
越
地
区
を
代
表
し
、
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
選
手
を
小
学
生
の
時
か
ら
指
導
し
、

今
回
コ
ー
チ
と
し
て
同
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
，
シ
魅
醗
、
義
し

、
鼎
欝
，
稔
講

に
な
っ
た
相
沢
勇
さ
ん
（
東
頸
消
防
勤

務
）
は
、
「
永
年
の
夢
が
達
成
さ
れ
ま

し
た
。
練
習
で
自
分
の
気
持
ち
が
う

ま
く
伝
わ
ら
ず
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
着
実
に
力
を
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
　
一
回
戦
突
破
が
当
面
の
目
標

で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。　

こ
の
チ
ー
ム
（
写
真
）
は
、
高
校

で
の
部
活
組
織
を
持
た
ず
、
空
手
教

室
の
限
ら
れ
た
練
習
範
囲
の
中
で
、

相
沢
さ
ん
、
若
月
三
秋
さ
ん
（
中
屋
工
業

　
　
所
勤
務
）
ら
の
熱
心
な
指
導
の

㎡！痴

》
後
列
左
か
ら
相
沢
勇
コ
ー
チ
、
柳
伸

宏
が
、
五
十
嵐
洋
が
、
宮
沢
勇
貴
が
、

阿
部
教
諭
、
前
列
左
か
ら
市
川
俊
明
が
、

高
橋
幹
夫
が

も
と
で
黙
々
と
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
日
本
武
道
館
出
場
ま
で
あ
と

三
ヵ
月
。
　
「
松
代
」
の
名
の
入

っ
た
道
着
で
勇
姿
を
披
露
す
る

た
め
、
気
合
の
入
っ
た
練
習
が

総
合
体
育
館
の
道
場
で
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
ど
う
ぞ
温
か
な
声
援
を
、
こ

の
高
校
生
た
ち
に
贈
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
◎
今
ま
で
の
戦
績

個
人
　
柳
伸
宏
だ

　
県
大
会
三
位
　
北
信
越
大
会
四
位

団
体
の
部
（
型
）

　
県
大
会
三
位
　
北
信
越
大
会
三
位

団
体
の
部
（
組
手
）

　
県
大
会
三
位
　
北
信
越
大
会
出
場

7



松
代
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を
目

的
に
十
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
間
、

山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五

回
全
国
健
康
福
祉
祭
、
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
92
」
に
当
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

　
　
つ

代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
国
体
と

し
て
五
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
年
々
規
模
が
大
き
く
な
り
、
今

年
は
全
国
か
ら
選
手
役
員
八
千
人
が

参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
襲

将
棋
と
い
っ
た
競
う
種
目
の
他
、
「
シ

ル
バ
i
地
域
文
化
伝
承
館
」
と
い
う

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
新
設
さ
れ
、
新
潟
県
の
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
推
薦
に
よ
り
松
代

の
「
ひ
ょ
う
た
ん
と
わ
ら
細
工
作
り
」

が
、
関
東
甲
信
越
地
区
の
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
（
他
に
長
野
県
、

静
岡
県
、
山
梨
県
の
十
八
市
町
村
が

参
加
）

　
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
に
は
、
松
代
の

市
川
芳
蔵
さ
ん
と
柳
正
己
さ
ん
が
、

ま
た
、
わ
ら
細
工
に
は
池
之
畑
の
市

川
義
一
さ
ん
が
参
加
。
山
梨
県
知
事

や
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
腕
前
を
披

露
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
四
日
間
と
い
う
長
丁
場
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。
お
陰
様
で
全
国

に
「
ま
つ
だ
い
」
　
（
ほ
と
ん
ど
マ
ツ

シ
ロ
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
…
）

の
名
前
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

来
年
は
、
ぜ
ひ
県
の
選
手
団
と
し

雛

▲
開
会
式
で
の
入
場
行
進

て
参
加
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
見
ま
せ
ん
か
？
　
な
お
、
今

回
ひ
ょ
う
た
ん
の
準
備
に
追
わ
れ
体

調
を
崩
し
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
柳

亘
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

日
土
木
事
務
所
長
に

鱈蹴　罠遡
苧島の雪崩防止柵取り付け工事

雛籍襲欝黙名

　
　
，

　
「
土
木
の
日
」
に
当
た
る
十
一
月

十
八
日
、
松
代
小
学
校
（
竹
内
実
校

長
）
の
六
年
生
、
三
十
一
名
を
対
象

と
し
た
「
一
日
土
木
事
務
所
長
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
児

童
た
ち
に
と
っ
て
、
な
じ
み
の
薄
い

土
木
事
務
所
の
仕
事
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
安
塚
土
木
事
務
所
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
ま
ず
、
現
在
松
代
町
で
行

わ
れ
て
い
る
工
事
現
場
（
苧
島
の
雪

崩
防
止
柵
取
り
付
け
工
事
、
下
山
の

新
越
道
橋
の
架
け
換
え
工
事
、
松
代

～
池
尻
間
の
国
道
二
五
三
の
改
良
工

事
、
室
野
の
城
川
ダ
ム
の
建
設
）
を

視
察
し
、
安
塚
土
木
事
務
所
の
中
町

専
門
官
か
ら
工
事
概
要
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
視
察
終
了
後
は
、
松
代
小
学
校
に

お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
こ

〈
ミ
ス
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
も

獺　　　　然奪、
　
轡

松
代
町
の
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
た

舗
蝿
騨
灘
．
灘
醒

　
、
、
麟

・
妻
義
・
鰺

　慮婦、承　　ρ轍’

鰭隷霧
　　　　輩

㎜
嚢
麟
峯
、

こ
五
年
間
で
、
一
番
大
き
い
工
事
は
」

「
ど
ん
な
工
事
が
多
い
か
」
　
「
工
事

で
一
番
大
変
な
こ
と
は
」
な
ど
の
工

事
に
関
係
す
る
も
の
か
ら
、
　
「
土
木

事
務
所
の
職
員
は
何
名
」
　
「
勤
務
時

間
は
」
と
い
っ
た
土
木
事
務
所
に
関

す
る
も
の
ま
で
、
活
発
に
質
問
が
出

さ
れ
、
土
木
事
務
所
の
職
員
が
分
か

り
や
す
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
一
日
土
木
事
務
所
長
の

関
谷
芳
明
君
が
、
　
「
普
段
見
れ
な
い

工
事
現
場
や
工
事
用
の
機
械
な
ど
を

見
れ
て
大
変
良
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
、
一
日
土
木
事
務
所
長
は
終
了

し
ま
し
た
。
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第
2

曹

》県
代
表
に
選
ば
れ
た
相
沢
さ
ん

　
「
第
2
2
回
日
本
農
業
賞
」
新
潟
県

審
査
会
（
J
A
中
央
会
、
N
H
K
主

催
）
に
お
い
て
、
太
平
の
相
沢
政
喜

さ
ん
が
最
優
秀
賞
・
新
潟
県
知
事
賞

を
受
賞
し
、
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
農
業
の
近
代
化
を
目

指
し
、
明
日
の
農
業
の
担
い
手
と
な

り
、
か
つ
、
そ
の
活
動
が
他
の
模
範

と
な
る
優
秀
な
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
．

　
相
沢
さ
ん
は
稲
作
の
外
、
昭
和
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

十
六
年
か
ら
は
夏
秋
ナ
ス
の
生
産
に

取
り
組
む
な
ど
、
安
定
し
た
複
合
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
苗

施
設
は
、
冬
期
間
の
日
照
不
足
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
二
階
建
て
ハ
ゥ
ス
を

考
案
し
た
外
、
資
材
の
手
作
り
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
化
等
を
図
り
、
低
コ
ス

ト
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
外
、
昭

和
六
十
三
年
に
指
導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
、
ま
つ
だ
い
町
農
協
園
芸
部

会
長
と
し
て
、
地
域
の
農
業
振
興
に

大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
が
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
全
国
大
会
で
の
受
賞
も
期
待
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
県
優
良
農
業
経
営
等
知
事
賞

知事賞を受賞した

　高橋勝美さん

　
「
平
成
四
年
度
県
優
良
農
業
経
営

等
知
事
賞
」
を
莇
平
の
高
橋
勝
美
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
生
産
性
の
高
い
農
業

の
確
率
を
目
指
し
て
、
地
域
に
お
い

て
優
れ
た
農
業
経
営
や
生
産
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
、
並
び
に

優
れ
た
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
農
業
集
落
を
県
知
事
が
表
彰
す
る

も
の
で
す
．

　
受
賞
理
由
は
山
間
豪
雪
地
域
に
お

い
て
、
共
同
畜
舎
利
用
組
合
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
共
同
利
用
・
共
同
作
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
優
良
雌
牛
の

積
極
的
導
入
な
ど
に
よ
り
、
市
場
性

の
高
い
子
牛
の
生
産
を
実
践
し
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

縫講

鼠講譲
　　　癖塾

　　≧へ
　　　鞍・．、

　
　
轟
叢
磯
．

．
鱒
、
㌧

　
　
り

’纂尊

・
剛

，
艦

讐
瓢
ノ

芸能発表会

7偽か楽
脅　《み

　　　コー》　《
遭7吋／

このコーナーの写真は差し上げま

すので、広報係までお申し出くだ

さい。皆さんの撮った家族等の写
真も掲載しますので、お気軽にお

寄せくださいo

　
　
に
　
　
　
　
　
　
ぬ

総
，
．
ー

　
　
、
艶
繕
，
黛
黎

　
、
懸
縷

繋
総
、
簿
ー

　
，
く
～
謎
…
弩
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O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
長
　
関
　
谷
　
　
孝

〈
会
　
長
〉

　
関
谷
徳
次
郎
会
長
は
会
全
体
の
責

任
者
で
あ
り
、
若
々
し
い
提
案
を
し
、

会
員
と
町
民
と
の
幸
せ
を
祈
り
、
企

画
提
案
さ
れ
る
会
の
大
黒
柱
で
、
ふ

る
里
に
情
熱
を
燃
や
す
素
晴
し
い
リ

ー
ダ
ー
で
あ
り
ま
す
。

〈
副
会
長
〉

松
代
地
区

山
平
地
区

伊
沢
地
区

峰
方
地
区

奴
奈
川
地
区

市
川
　
昭
二

小
堺
　
昌
隆

石
田
龍
作

秋
山
佐
久
代

牧
田
　
嘉
正

　
五
名
の
副
会
長
は
各
地
区
で
は
、

会
長
さ
ん
か
村
長
さ
ん
の
役
に
当
た

り
、
そ
の
地
区
の
責
任
者
で
あ
り
ま

す
。
非
常
に
面
倒
見
の
良
い
お
人
柄

で
、
ど
ん
な
難
問
で
も
ニ
ッ
コ
リ
笑

（埼玉県草加市在住

　　　　千年　鉄京出身）

っ
て
、
対
処
し
て
頂
け
る
強
い
五
人

の
侍
で
す
．

〈
正
副
幹
事
長
〉

　
役
員
会
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、

上
か
ら
と
下
か
ら
と
の
中
間
に
あ
り

て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

時
お
り
昧
付
け
を
変
え
る
も
、
そ
の

味
が
苦
労
の
タ
ネ
で
ヤ
セ
細
っ
て
い

ま
す
。

〈
会
計
監
査
役
〉

　
監
査
の
み
な
ら
ず
、
種
々
ご
指
導

を
頂
け
る
役
員
で
す
。

〈
事
務
担
当
〉

　
会
員
名
簿
の
作
成
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
整
理
）

　
－
　
氏
名
及
び
住
所

　
2
　
電
話
番
号

　
3
　
部
落
と
屋
号

　
4
　
会
の
事
務
に
関
す
る
一
式

〈
会
計
担
当
〉

　
本
部
会
計
と
地
区
会
計
が
あ
り
ま

す
。　

　
地
区
会
計
は
年
会
費
の
受
付

　
　
　
　
　
　
　
入
会
費
の
受
付

　
入
会
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
部
落
屋
号
を
必
ず
添
え
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
こ
れ
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
名
簿
が
出
来
上

が
る
の
で
す
。

　
本
部
会
計
は
、
地
区
会
計
の
元
締

役
で
す
．

〈
広
報
担
当
〉

　
会
報
の
原
稿
収
集
か
ら
公
告
構
成
、

印
刷
、
荷
づ
く
り
発
送
、
会
の
P
R

一
式
と
広
報
ま
つ
だ
い
と
の
関
係
。

〈
地
区
担
当
〉

　
会
員
の
募
集
。
平
成
四
年
十
月
現

在
、
下
記
の
通
り
で
す
。

　
　
松
代
地
区
　
二
三
二
名

　
　
山
平
地
区
　
一
二
六
名

　
　
伊
沢
地
区
　
　
九
二
名

　
　
峰
方
地
区
　
　
七
二
名

　
　
奴
奈
川
地
区
　
三
〇
四
名

合
計
会
員
数
八
二
六
名
で
す
。

　
地
区
担
当
の
方
々
は
、
一
、
○
○
○

名
の
会
員
が
目
標
と
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

〈
地
区
幹
事
〉

　
（
本
部
）
企
画
提
案
委
員
会
で
の

決
議
事
項
を
全
体
役
員
会
で
更
に
検

討
し
、
実
施
・
移
行
す
る
大
事
な
パ

イ
プ
役
で
あ
り
ま
す
。

　
年
間
行
事
は
、
会
長
か
ら
地
区
幹

事
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
会
員
と

刊野評
　
　
　
　
　
　
　
0

輝
　
　
　
　
　
）
O

官覗宥｝一¶一一〉官マー▽一宥實官骨▽一官“奪育w官官鴛▽一甲w官マrマ阿▽肝官宵官官

町
民
が
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
当
広
報
ま
つ
だ
い
を
毎

月
首
を
長
く
し
て
待
ち
、
そ
し
て
大

変
喜
ん
で
い
る
事
を
、
松
代
役
場
当

局
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
ふ
る
里
は
会
員
皆
ん
な
の
宝
物
』

　
　
　
　
　
　
幹
事
長
関
谷
孝

斗
4
⇒
斗
4
斗
」
斗
1
⇒
⇒
ゴ
ー
」
』
～
1
⇒
ゴ
ー
⇒
4
4
き
」
奇
4
斗
4
斗
斗
⇒
』
」
～
1
斗
4
斗
⇒
斗
⇒

期　日　平成5年1月17日（日）

　　　　　午前10：30～午後1：0（

会場　東急ゴールデンホール
　　　　　（J　R渋谷駅前）

会費　男性8，000円
　　　　女性　　7，000円

※新年会のお申し込みは、12月25日

　までです。お誘い合わせのうえ、

　多数ご参加ください。

会費　年3，000円

特典　いろいろ
　　　　　現在会員数826名です。

　　　　　お申し込みの方に住所録付

　　　　　会報をお送り致します。

※新会員及び新年会、一人でも多くの

　お申し込みをお待ちしています。

※①②お問い合わせとお’申込先

松代地区 市川　昭二 03－3999－3001 伊沢地区 斉木　誠市 0482－66－5971

松代地区 鈴木佐一郎 03－3924－6814 山平地区 小堺　昌隆 0489－66－6149
峰方地区 秋山佐久代 03－3898－8534 山平地区 武田　晃平 0486－84－5871
峰方地区 若井　謙一 03－3718－1021 奴奈川地区 牧田　嘉正 03二3678－0360

伊沢地区 石田　龍作 03－3879－0404 奴奈川地区 佐藤　繁夫 03－3923－0969
＿一＿一＿＿＿一＿一＿＿＿一＿一＿』一L＿＿』＿＿＿＿」＿＿＿」L＿＿一＿＿＿＿一＿一＿＿＿」＿一＿』＿＿＿」＿一＿＿一＿一＿＿＿」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

「
仁
仁
仁
仁
仁
曇
≧
≧
匙
髭
匙
≧
ξ
仁
匙
蓄
仁
レ
仁
≒
≒
≧
蓄
≧
≒
仁
仁
臣
匙
蓄
仁
鼠
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び
し
の

気
魏
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
毘

　
　
　
　
　
を
　
1
㎜
■
，
－

短
歌
小
貫
閉
村
碑
草
野
和
作

十
八
戸
の
人
ら
暮
せ
し
日
も
あ
り
ぬ

　
　
と
ん
ま

赤
き
蜻
蛉
は
閉
村
の
碑
に
飛
ぶ

山
あ
い
に
骨
を
埋
め
ん
と
励
み
た
る

農
ら
い
ず
こ
に
故
里
思
う

直
治
翁
の
民
話
語
り
し
囲
炉
裏
な
く

家
な
く
草
は
ぼ
う
ぼ
う
茂
る

閉
村
の
村
に
残
れ
る
空
屋
二
軒
き
び

し
き
雪
の
訪
れ
近
し

鍋
立
の
山
　
野
石
念

ほ
く
ほ
く
線
難
関
工
事
の
山
一
つ
貫

通
し
た
り
紅
葉
の
山

　
　
＼

家
減
り
て
何
と
も
わ
び
し
村
の
背
に

変
哲
も
な
き
鍋
立
の
山

あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
な
ど
と
思
い
出

づ
過
ぐ
れ
ば
今
が
よ
か
ろ
う
も
の
を

何
は
と
も
あ
れ
日
の
丸
の
旗
揚
げ
晴

れ
し
文
化
の
日
を
祝
う
か
な

し
ぶ
み
句
会

引
き
た
て
の
大
根
う
ま
し
歯
に
し
み

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

能
生
谷
は
柿
処
ま
た
水
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ド
ラ
の
音
そ
ぞ
ろ
寒
し
や
港
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

時
折
は
背
中
温
も
り
時
雨
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

風
花
の
句
碑
に
吹
き
来
る
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

念
願
の
心
経
一
幅
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

野
佛
に
ほ
の
か
な
温
み
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

黄
葉
の
銀
杏
大
樹
の
古
刹
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

糸
通
す
指
に
秋
陽
の
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
子

蒲
生
句
会

閉
ざ
さ
れ
し
空
屋
口
よ
り
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

む
く椋

鳥
の
一
羽
が
飛
べ
ば
み
な
飛
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

冠
雪
の
連
山
迫
る
ゴ
ン
ド
ラ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

落
葉
し
て
小
鳥
の
古
巣
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
水

烏
瓜
大
利
根
川
は
海
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

ふ
り
む
け
ば
閉
校
の
碑
に
落
葉
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

野
沢
菜
を
洗
う
艦
や
冬
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
葉

沈
丁
の
枝
な
だ
め
て
は
囲
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

，・豪〆螺ゲ喜険　4

Uえマ麟マ窺
：業隆騰甜。藁

藩⊥」　、…
　　　－　　　　　　　　　噛　　，　　＿　　一．　　隔　　＿

　　　　3難
・～・粉ノ　）んり

3￥ア1二　〉！匠
辱二ざ’夢

・1：1翻

　
　
　
　
　
’

　
　
湘
易

　
　
　
つ

諺
卜
‘

ロ
　
　
　
の

ラ
し
セ
ン
ト

に
　
な
に
き

≠
㌧
亡
ノ
）

　
　
在
の

邸

臼㈹

『｝　？と7”　！乏氏　　ノ

　　　　5　砲

獲
の
箪
恭

　
　
懸
灘
馨
欝
舞
霧
卿

　
長
崎
市
か
ら
野
母
半
島
付
近
は
、

サ
ザ
ン
カ
の
野
生
地
だ
そ
う
で
、
野

生
の
花
は
九
州
、
四
国
に
の
み
分
布

し
て
い
て
、
本
州
の
も
の
は
す
べ
て

栽
培
品
で
あ
る
。

　
野
生
の
花
は
す
べ
て
白
だ
が
、
栽

培
品
は
、
薄
紅
色
を
主
軸
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
に
と
ん
だ
色
合
い
が
あ

る
。
冬
の
準
備
に
は
い
る
晩
秋
か
ら

咲
き
出
す
た
め
、
そ
の
花
の
美
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
は
人
の
心
を
と
ら

　
　
　
　
　
　
　
え
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
バ
キ
と
は
兄

　
　
　
　
　
　
　
弟
同
士
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
、
全
体
が

　
　
　
　
　
　
　
い
く
ぶ
ん
小
さ
い
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
7
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
四
子
の
捨
て
か
た
に
工

　
　
夫
を
。

　
　
3
分
で
1
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　　　　　　。コ蟹（汐翻。一

ア旧（o剰馬’ユり藻q狙（o乙蕾：1ギ匠

壬回⑦9日諏旱勤4ε蕾冬マ（oz日
’」圭暫き4きx【（OI蕾〈鵠ヨ＝妥罪〉

　
ム
▽
乙
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ふるさと山村
フォトコンテスト

アーマ

　日本のふるさと「山村」

山村風景、くらし、行事等、

山村の温かい魅力や活気あふ

れる新しい姿を感じさせるも

のであれば素材は自由

主催
国土庁、全国山村振興連盟

締切日

平成5年1月31日（当日消印
有効）

送り先

〒100東京都千代田区永田町
1－11－35全国山村振興連盟内

「第3回ふるさと山村フォト

　コンテスト係」

　TELO3（3581）2908

応募上の注意

①応募サイズ／カラープリン

　ト四ツ切（組み写真を除く）

②応募点数／何点でも応募可。

　但し未発表に限ります。

③記載事項／作品裏には、題

　名、撮影場所、撮影年月日、

　氏名、年齢、性別、住所、

　電話番号、職業を必ず明記

　して下さい。

NHK学園では、冬期の生涯

学習講座受講生を募集していま

す。

教養と趣味を深めるための書

道、硬筆、俳句、短歌、囲碁な

ど72講座です。

申込受付は11月1日～平成5

年1月31日

☆詳しい案内書をご希望の方は、

〒186－01　NHK学園　8E
81係あてハガキにあなたの郵

便番号と住所、氏名、電話番号

を記入のうえご請求ください。

案内書は無料です。

智（0425）72－3151（代表）

求人情報ボックス設置

ハローワーク上越

ハローワークでは求人情報が

いつでも手軽に持ち帰ってゆっ

くりと見られるよう「求人情報

ボックス」を上越・大潟・安塚

の各庁舎玄関前に設置しました

ので、ご利用ください。

δ

～

　　　　　　ん
　　あき　こ
館山晶子ちやん

　4歳　后
松代西豊工業δF

　
　
　
　
　
マ
ウ

（

見
　　，．．　て
池田正人くん
　　5歳　わ
田野倉　むらかみ

　　め　　い佐藤芽衣ちやん

　　5歳

孟地なや

つ

－
●

’
●

甘い冒葉に
　　　●　●　●　●
　　　落とし穴

1．・ロ

つ 擁・貌
　峨う骨ゐ

／
㌧『

リ
ゾ
ー
ト
会
員
権
の

　
　
　
　
強
引
な
勧
誘
に
こ
注
意
／

　
最
近
、
新
潟
市
に
営
業
所
を
持
ち
、
　
県
営
施
設
で
別
料
金
だ
っ
た
り
で
、

県
内
で
営
業
活
動
を
し
て
い
る
リ
ゾ
　
　
金
額
に
見
合
っ
た
利
用
が
で
き
な
い

ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
権
販
売
業
者
に
関
　
　
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
っ
て
き
ま
し
　
　
ま
た
、
転
売
に
際
し
て
高
い
利
益

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
募
集
価

　
こ
の
業
者
は
、
若
者
の
レ
ジ
ャ
ー
　
　
格
を
か
な
り
下
回
っ
て
も
、
売
却
は

志
向
に
つ
け
こ
み
、
数
百
万
円
も
す
　
　
難
し
い
の
が
実
態
で
す
。
解
約
を
申

る
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
券
を
購
入
　
　
し
出
て
も
、
言
を
左
右
に
し
て
な
か

さ
せ
る
た
め
、
電
話
や
車
の
中
な
ど
　
な
か
応
じ
な
い
の
が
普
通
で
す
の
で
、

で
長
時
間
執
拗
に
説
得
し
、
現
金
が
　
　
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

用
意
で
き
な
い
と
銀
行
に
同
行
し
た
　
　
最
初
の
電
話
で
き
っ
ぱ
り
断
る
、
困

り
、
自
社
関
連
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
　
　
っ
た
ら
役
場
、
ま
た
は
消
費
生
活
セ

さ
せ
た
り
し
て
一
括
契
約
を
さ
せ
ま
　
　
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
が

す
。
こ
う
し
て
手
に
入
れ
た
会
員
権
　
　
大
切
で
す
。

も
、
利
用
で
き
る
の
は
湯
沢
・
伊
豆
　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
だ
け
、
　
　
　
（
智
〇
二
五
－
二
八
五
－
四
一
九
六
）

プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
付
近
の

☆点検を重ねて築く火災ゼロ☆ 12



護1

年末の交通事故防止運動

12月11日㈹～12月31日休）

スローガン

　飲酒運転

　　しないさせない

　　　　みのがさない

重点
　　飲酒運転の追放

　平成5年1月1日から諸証明
等の手数料の額が下記のとおり

改定されます。

．援

★改定される主なもの★

　　　（1通・1件当たり）

住　　民　　票

印鑑証明書
年金現況届け

所得証明書
納税証明書
無職・無収入証明

戸籍謄（抄）本

除籍謄（抄）本

300円
300円
300円
300円
300円
300円
400円
700円

　平成5年1月1日から登記簿
の謄本等の手数料の額が下記の

とおり改定されます。

申　請　内　容 手数料額

登記簿の謄本、抄本、

登記事項証明書

1通

　800円

登記簿又はその附

属書類の閲覧

1登記用紙
（事件）

　400円

地図又は建物所在

図の全部又は一部

の写し

1筆（個）

　400円

地図又は建物所在

図の閲覧

1枚

　400円

印鑑の証明書
1件

　400円

　なお、詳しくは、最寄りの登

記所へお尋ね下さい。

入所者募集
県身体障害者更生指導所

1．目　的
　身体に障害のある方々に指
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　導と訓練を行い、社会復帰を

　はかるものです。

2．入所資格

　身体障害者手帳を持つ肢体

　不自由者で介護を必要としな

　い15才以上の方。

3．募集人員

　若干名
4．入所時期

　希望により、何時でも入所

　可。

5．募集訓練科目

　・印刷科（タイプ、ワープロ、

　写真植字）

　・縫製科（洋裁、編物）

　・自動車操作訓練科（教習所

　へ委託）

6．入所期間

　原則として1年ですが、延
期または短縮もできます。

7．その他
　詳しくは、当所または最寄

　りの社会福祉事務所にお聞き

下さい。

〒951
新潟市川岸町3丁目21番地

　県身体障害者更生指導所

　　　電話025－266－4108

　平和祈念事業特別基金（総理

府所管の認可法人）では、いわ

ゆる恩給欠格者の方で、外地等

に勤務した経験を有し、加算年

を含めた在職年が3年以上で、

請求時において日本国籍を有す

る方には内閣総理大臣名の書状

を、さらに70歳以上の方には高

齢者の順に併せて銀杯を贈呈し

ております。

（注）次の方は、この事業の対

　象になりません。

・年金たる恩給または旧軍人軍

　属としての在職に関連する年

　金たる給付を受ける権利を有

　する方。

・恩給欠格者のご遺族および戦

　後、旧ソ連邦またはモンゴル

　国の地域に強制抑留されたこ

　とのある方。

・戦傷病者戦没者遺族等援護法

　上の軍属（雇員、傭人、工員

　等）および準軍属の方。

　〔請求・お問い合わせ先〕

〒112東京都文京区大塚5－3－13

　平和祈念事業特別基金　業務

　第1課智03－3945－4704

　なお、請求書類は役場の福祉

係にも置いてあります。

　戦後、旧ソ連邦またはモンゴ

ル国の地域に強制抑留された方、

またはそのご遺族に、内閣総理

大臣名の慰労品（書状・銀杯）

を贈呈しております。このうち、

年金恩給や公務員の共済年金な

どを受給されていない方には、

併せて慰労金10万円が支給され

ます。請求期限が平成5年3月

31日までと迫っていますので、

お早めにご請求ください！

　〔請求・お問い合わせ先〕

平和祈念事業特別基金業務第2課

〒112東京都文京区大塚5－3－13

智03－3945－4703・4707

　なお、請求書類は役場の福祉

係にも置いてあります。

☆年末年始の火災予防　12月29日～1月3日☆
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高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
い
も
の

で
四
年
が
た
ち
ま
し
た
。
二
年
間
、

十
日
町
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
十
日

顎　
　
副

若井剛也さん（蓬平）

町
の
水
が
合
わ
ず
、
や
っ
ぱ
り
働
く

に
も
松
代
町
が
一
番
い
い
と
思
っ
た

の
で
、
今
の
職
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
今
の
職
場
と
は
、
ゆ
き
ぐ
に
森
林

組
合
と
い
い
ま
す
。
松
代
の
皆
さ
ん

は
、
あ
ま
り
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
と

い
っ
て
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
は
、
東
頸
城
の
五
町

村
が
合
併
し
て
広
く
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
も
、
い
ろ
い
ろ
な
部
門

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
林
組

合
と
い
う
職
場
は
、
こ
れ
が
ま
た
い

い
職
場
で
は
あ
り
ま
す
。
が
、
若
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
み

あ
ま
り
い
な
く
て
ち
ょ
っ
と
淋
し
い

で
す
．

　
と
こ
ろ
が
今
年
、
若
者
が
都
会
か

ら
、
森
林
組
合
に
入
り
た
い
と
、
多

数
や
っ
て
き
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

け
ど
、
本
所
（
大
島
）
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
少
し
は
活

気
が
出
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
島
ば
か
り
が
活
気
が
出
て
も
松
代

に
入
ら
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
松
代
で
の
仕
事
は
主
に

造
林
・
保
育
・
ス
ギ
を
植
え
て
、
育

て
る
こ
と
で
す
。
今
年
で
二
年
に
な

り
ま
す
が
、
よ
う
や
く
仕
事
の
内
容

も
分
か
っ
て
来
て
、
お
も
し
ろ
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
、
僕
の
同
級
生
で
何
人
も
の

人
が
帰
っ
て
来
て
松
代
に
就
職
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
若
い
人
達
は
少

な
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
来
年
に
は
結

婚
も
決
ま
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
僕

た
ち
の
子
供
が
生
ま
れ
て
も
、
松
代

を
自
慢
で
き
る
よ
う
な
町
に
な
っ
て

い
た
ら
い
い
、
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

圏翻《》團回
（10月26日～11月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

孝・齊木里代子さん

　（松代・善宗塚住宅）

　げんきな良い子に（出生）

　　み　さき
近　美咲ちやん幸吉・映子さん

　　（長女・松代・松代病院）

　男　2，506人　　（一4人）

　女2，560人　（一4人）

　計5，066人　（一8人）

世帯数1，515世帯（一1世帯）

出生　1人　　死亡　3人

転入　6人　　転出　12人

　　　（4年11月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

▼
広
報
係
に
な
っ
て
か
ら
三
度
目
の
師

走
を
迎
え
ま
し
た
。
　
一
昨
年
は
「
ピ
ー

ヒ
ャ
ラ
、
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
」
と
大
変
景
気

の
良
い
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
。
が
、

今
年
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ま
た

複
合
不
況
と
い
わ
れ
る
風
が
巷
に
吹
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
ビ
ー
ル
に
泡
（
バ

ブ
ル
）
が
必
要
な
よ
う
に
、
経
済
に
も

多
少
の
泡
（
バ
ブ
ル
）
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
▼
昔
か
ら
「
夜
明

け
の
来
な
い
夜
は
な
い
」
と
い
わ
れ
ま

　
　
　
　
と
り

す
。
来
年
は
酉
年
で
す
。
一
日
も
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
り

暗
い
不
況
か
ら
抜
け
出
し
、
一
番
鶏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る

鳴
き
声
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
「
申

（
去
る
）
も
の
は
追
わ
ず
」
の
心
境
で

と
り酉

年
を
迎
え
れ
ば
、
き
っ
と
来
年
は
大

き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

　
　
　
　
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

う
。
▼
「
酉
年
は
い
い
年
だ
。
酉
年
は

い
い
年
だ
」
と
、
ほ
め
殺
し
に
な
ら
な

い
程
度
に
期
待
し
、
今
年
最
後
の
編
集

後
記
を
終
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆
さ

ん
良
い
お
年
を
。
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柳

　ご冥福を祈ります（死亡）

若山ハツさん　　　50歳

　　　　　　（室野・平三郎）

室岡ヨシさん　　　87歳

　　　　　　　（池尻・旭屋）

高橋忠平さん　　　　87歳

　　　　　　（田沢・小井戸）

※この欄に記載を希望されない方は、届

　出の際に戸籍係にお申し出ください。

oこわず
　あお　な　　　しお

＊青菜に塩

青菜に塩をふりかけると、しお

れてしまケように、すっかり元

気をなくしてしょげかえること。
　あお　　　あい　　　　　い　　　　　あい　　　　　あお

＊青は藍より出でて藍より青し

青色の染料は、藍草からとるが、

染めたあとの青色はもとの藍よ

り色が深いところから、弟子が

その師匠よりすぐれていること
　　　　　　しゅっらん　　　ほまれ
のたとえ。→出藍の誉
　あか　ご　　　　て

＊赤子の手をひねる

赤ン坊の手をひねるのはだれに

もできることから、わけなくで

きることのたとえ。
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